
 

 巻 頭 言 災害支援の会プロジェクト 代表・柿久保浩次

 東北の梅雤があけて暑くなった。「なにかせなあかん」と思いながら４か月が過ぎた。仮設住宅の建設が進んでいる

中で、被災地の方々はこれからのことを考えていろいろな判断を迫られている。その方々にどう寄り添って支援する

ことができるのか。我々のできる範囲で話を聞き、一緒に考える場を持ち、いろんな場所で声を上げる。少しずつ進

めたい。 

●活動報告  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

１．概要報告（2011 年５月下旬～６月下旬） 

●「被災地に赴くこと、集まって考えること」（災害支援の会事務局）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 全国移動ネットの災害支援の会が日本財団の助成を基

に、現地への運転ボランティア派遣の交通費支援の考え

方を決めたこともあって、６月も引き続き石巻の移送レ

ラの移動サービス提供活動の運転支援に多くの関係者が

参加し、被災者と直接接しながら活動し、その体験を各

地に持ち帰った。 

全国移動ネットの総会（６月 18 日）の記念行事では、

被災地とその支援の関係者がこれまでの活動の報告と、

これからの活動の方向性や、その課題などについて意見

交換した。また、北茨城市では高松理事の尽力により仮

設住宅の入居者の自助グループ作りが始まった。 

 

２．被災地から さまざまな声と活動 

●寄稿Ⅰ「被災地にて（６月６～15 日）駆けた 1,200 キロ」 

（関西 STS・日常生活支援ネットワーク／李英樹）●●●●●●●●●●●●● 

 災害支援の会プロジェクトの柿久保さんからの要請を

受け、1 週間の日程で仙台に出向きました。仙台は初め

ての地で不安もありましたが、「被災された人たちに何か

しなければ」という日頃の思いが背中を押してくれたの

でしょう。支援活動に携わった場所は、甚大な被害を蒙

った石巻市内を主にして、女川町や東松島、塩釜市の沿

岸部一帯でした。 

４月はじめか

らすでに、被災

された人たちの

移動支援に取り

組んできた「移

送 RERA」（石巻市

内）のメンバー

の一員として、翌日早朝からなにわナンバーのセレナで、

被災地をフル回転で駆け巡りました。避難所になってい

る小学校の体育館や公民館、仮設住宅や半壊した家から、

被災された人たちを日赤病院や各地の仮診療所へ送迎す

ることがメインでした。 

この送迎活動は一度利用した人たちに重用され、口伝え

で拡がりましたが、５～６台の保有車両と常時４～５名

のドライバーでは需要の全てに応えるのに無理があるよ

うでした。 

それでも、利用者の便宜を図りつつ時間調整を求めて、

協力して乗り合い、無線交信しながら効率よく車両を走

行させるなど、コーディネーターの村島さんは相当神経

を使っておられました。間をみながらメンバーの昼食の

準備や、頻繁に鳴る電話にも落ち着いて丁寧に応対する
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彼女に敬意をはらいつつ、頼もしさを感じたものでした。 

            ＊ 

現地で実際に車両を走らせながら垣間見る周辺の光景は、

目を覆うばかりの惨状でした。「なんと、ひどい…」ため

息をつきながら絶句すると、「すこしは、ましになったん

だよ。ついこのあいだまで道もなかったんだから…」と、

後部座席から老婦人が声をかけてくれました。大阪から

支援に来た旨を伝えると、「とーいところから、うれしい

ねえ、ありがたいねえ…」とつぶやくように言い、仮設

に当たったが近くに買いものできる店がないので断った

こと、津波から避難するときに「歩けねーとしより置い

て、逃げられねえ…」と踏み留まった隣人が家もろとも

流されてしまったことを嗚咽まじりに語ってくれました。

私は聞きながら、ハンドルを握ったままもらい泣きして

いました。 

 想像を絶する被災地の状況をこの目で見て、被災され

た人たちが３か月経った今もなお避難所生活を強いられ

ている現実にただ唖然とするのみ。 

この憤りをどこへぶつければいいのやら…。愛する家

族を亡くし、住み慣れた家や思い出の詰まった品々も流

され、仕事まで失ってしまった人たちにどう接すればい

いのか、どう声をかければいいのか…。立場を逆にして

考えたとしても、茫然自失の実感まで湧いてくるもので

はありません。 

ただ寄り添い、悲しみやつらさを分かち合うことしか

できないのか…。自問しながら、嗚咽をこらえながら走

りました。 

 そんな重苦しい気分が支配するなか、ほのぼのとした

ひとときに癒され、前向きに生きる勇気と感動に触れる

場面もありました。 

被災地で、短い期間ではありましたが、安心して、微

力ながら精一杯支援活動に没頭できたのも、拠点の確保

や目に見えないところでの環境整備にご尽力された、菅

原さんの支えがあったからに他なりません。また、工場

兼自宅の一部を宿舎としてご提供して下さったミキ自工

の今野社長ご夫妻にも温かいもてなしをはじめ、一方な

らぬお世話になりました。心から感謝いたします。 

           ＊ 

被災地に安寧の日が、復興の日が、１日も早く訪れる

ことを切に願いながら、この１週間、被災地で駆けに駆

けた 1,200 キロの道のりが、被災された人たちの明日へ

の希望の道に連なっているものと信じています。 

 

●寄稿Ⅱ「はじめての災害支援ボランティアに 石巻へ」（ゆづり葉／森岡淳子、池田純子、杉本依子）●

私たち３人は、６月１日の夕方に現地入りし、翌朝「レ

ラ」の事務所を訪ねました。森岡と池田の２人は、セレ

ナに設置したナビ（ゆづり葉の利用者より寄付していた

だいた）を頼りに、初回は女性２人を避難所の小学校か

ら仮設住宅に送りました。次の依頼は、海沿いの津波に

襲われた釜地域のコミュニティ施設（釜会館）の２階に

避難している女性３人を、NPO が運営している「千人風

呂」への送迎でしたが、利用時間が変わっていて入浴で

きず、結局３箇所目の自衛隊の仮設風呂でやっと入るこ

とができました。その場で救援物資を配る情報を得て（釜

会館には支援物資が届かなくなっていた）、配布時間まで

待つことになりました。被災者が 20 人位並び、彼女たち

はカップラーメン、飲み物、袋菓子などを一人３点選ん

で持ち帰りました。 

事務所に戻ると、早速次の依頼が待っていて、女性２

人を石巻駅付近より旧北上川付近の避難所と市営住宅に

送りました。車中で、被災された方の話を聞く事が出来

ましたが、言葉に表せない辛い体験をされたのに、時に

は笑い声も聞かれ、皆さんが少しずつ落ち着いてきた様

子がうかがえたのには何よりホッとしました。この日は

支援を始めて一日の最多件数 80 件の依頼があったと聞

き、少しでも

お手伝いが

できたこと

に、思い切っ

て行って良

かったと感

じました。 

海岸沿い

の津波を受けた所は、道路のがれきは除去され車は通れ

るようになっていましたが、家屋のがれきや傾いた家な

どはまだそのままの状態でした。災害を受けた地域では、

外出する手段が無くバスやタクシーもままならず、殆ど

の人が移動困難者になっているのが現状でした。 

（本原稿は、ハンディキャブゆづり葉（『広報 60 号』）よ

り、転載いたしました） 
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●北茨城市「避難者の声…『みんなで震災を語るつどい』から」（ウィラブ北茨城／高松志津夫）●●● 

現在、市内の雇用促進住宅には避難者が 100 世帯移り

住み、新たなコミュニティを構築しようとしています。

私たちは構築のための働きかけを行いながら、集会所の

オープン、自治会の作り方について話し合っていますが、

６月５日に開催された「みんなで震災を語るつどい」で

耳にした避難者の声をお届けします。 

◆『みんなで震災を語るつどい』記録（抜粋） 

○日時：2011 年 6 月 5日 午後 4時～6 時 

○場所：北茨城市雇用促進住宅集会所 

○参加者：大人 28 名、子ども 2名、スタッフ 4名、ほか。 

エピソード 

〇家にいたが、すごい揺れが来た。しばらく呆然として

動けなかった。家の前を女性が大きい声で『津波が来る

ー』と叫んで走っていくのを聞き、あわてて走って高台

に逃げた。 

〇仕事の都合で家の近くの道路を車で走っていた。道路

が波打ち、電柱が揺れこわかった。坂道を下り家に向か

ったが、そのときはすでに家に波が押し寄せていた。 

避難生活 

〇１週間、知人宅に世話になっていた。食糧の備蓄も少

なくなってきたことがわかり、引き止められたが避難所

に移った。 

〇市役所近くの体育館に避難した。暖房もなく、食料も

1 日に冷たいおにぎり 1個の日が続いた。 

現在    

〇近所に住んでいた人も多く入っているが、何号棟の何

号室なのか

わからない。

道で出会っ

て初めてわ

かり、数人と

連絡しあっ

ている。  

〇同じ棟に

同地区の人がいる。出入り口や階も違うが、天気の良い

日は前の庭先に集まって話をしている。他の人は顔も知

らないので、挨拶程度。 

これから    

〇年金生活者で、生活は一杯一杯。今は家賃は無料だが、

期限が来ても他の団地やアパートに移れない。   

〇家は全壊（土台が傾斜）だが、元の地域の方たちが「戻

って来い」と言って中古の家を探してくれた。リフォー

ムして数か月で移るつもり。 

仮設住宅（2 か所 10 戸）での聞き取り     

〇これまで、何も物資の配給はなかった。今日初めてお

宅（ウィラブ北茨城）からいただき、嬉しかった。  

〇ここは、周りと隔絶した場所。隔離されているように

感じる。役所の人間もめったに来なくなった。  

〇市に山積みされた支援物資が一般市民に無料配布され

た。新聞折込にチラシが入っていたそうだが、新聞も取

っていないので知らなかった。もっとも、車がないので、

知っていても行けなかっただろう。 

 

●各種報告  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

１．全国移動ネット・総会記念行事報告 

●６月 18 日／新宿区「東日本大震災から移動サービス団体の災害支援の在り方を考える」 

（ハンディキャブを走らせる会／鬼塚正徳）●●●●●●●●●●●●●●●●● 

６月 18 日、全国移動ネットの総会後に、「東日本大震

災から移動サービス団体の災害支援の在り方を考える」

をテーマとして記念行事が開催された。北茨城市、山形

市、福島県いわき市からの現地報告や問題提起に始まり、

移動サービスをキーとした災害支援の在り方について意

見交換を進めた。司会を務めた中根理事長が整理したよ

うに、行政サービスだけに頼る支援は命をつなぐために

最低限必要なものは用意されるにしても、行政の責任範

囲と平等のルールが優先され、被災者に寄り添うには限

界がある。また被災された方々の避難場所や仮設住宅で

の生活を少しでも安定なものにしていくためには、被災

された方々が、その地域の住民として必用な生活サービ

スを担う自助の環境を作っていくように支援することが

重要である。その環境を作るため行政の制度がどのよう

に利用できるか、できないかを検討し、より良い状況を

作るために発言していく必要がある。特に被災地に関し

ては、従来の制度の中で、タクシーや福祉有償運送を主

体としたボランティア輸送だけで十分な移動サービスを3



確保できるとは思えない。 

仮設住宅の建設が進む中で、被災者個々の生活のため

の移動ニーズが行政側で十分認識されている気配はない。

何もない被災地に行って、公共がやらないことをやるボ

ランティア輸送の原点を思い起こして、ゲリラ的にどん

どん「移動のしくみ」をモデルとして作っていって欲し

い。全国移動ネットにはそのノウハウをお持ちの方がた

くさんいるはず。この国のしくみやシステムは何かが間

違っている。みんなで変えるしかない。等の発言が出席

者からあった。 

とにかく「じゃま」と言われても被災地に行ってみる

ことが重要で、誰か現地に長期滞在して活動してほしい

が、それぞれが自分のできる範囲で長く支援を続けるこ

とが必要だとの柿久保理事の言葉でしめくくった。 

 

２．全国移動ネット災害支援の会・５月 18日会議を経て 

●「だらだら話す災害支援の会」…会議出席者の声（抜粋）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

５月 18 日に世田谷区で開かれた「だらだら話す災害支

援の会」（「３号」掲載）の参加者から、その後、複数の

ご意見をいただきました。いくつかをご紹介します。 

◆横浜移動サービス協議会／山野上：今日（６月７日）、

レラの村島さんと電話で話して「１日に 80 数件は移動を

始めて最高件数」と聞きました。やればやるほど需要は

出てきますが、どこかで無料ボランティアに区切りを付

けなくてはならないですよね。 

活動を有償化し、地域の方たちが担っていく。費用を

支払えない人の分は行政がちゃんと負担すること。そし

ていまだに義援金が手元に届いていない状態が、自立の

妨げの一番の問題だと思います。 

◆ウィラブ北茨城／ 高松：いつまでも無償というのは無

理なので、有償化への道を探るという方向性は正しいと

思います。私も現在は無償送迎で被災者の便宜を図って

いますが、２か月間という期限を宣言しています。ただ、

無償から有償の段階の壁は 100 円から 200 円にという壁

に比較して相当に厚い壁です。 

数年前、臨市はゴミ焼却場の焼却熱を利用し、共同浴

場を市民に無料で開放して連日込み合っていましたが、

ダイオキシン問題が発生して山中に焼却場を移転しまし

た。共同浴場は市民のニーズに応えて、重油ボイラーで

お湯を沸かしましたが、その経費として入浴料を 100 円

にしたところ、現在は閑古鳥が鳴いている有様です。 

ボランティア活動とコミュニティービジネスの問題は、

常に私達 NPO 団体に課せられた課題なのかもしれません。 

◆ゆづり葉／杉本：レラでは、石巻向陽町の物件は検討

中です。大所帯なので、できれば一箇所の拠点ですべて

賄えるのが理想でしょう。５年余り未使用で、地震時の

ままなので整理する時間もなかなか取れないようです。

できるだけ早く、何かの時にすぐ利用できるよう、片づ

けに行ければと思っています。 

 

●Topics！ Topics♪●●●●●●●●●●●● 

◆ありがとうございます！ 仙台拠点支援物資のご報告 

「３号」でお願いした「仙台拠点・ミキ自工」への支援

物資送付のご報告をいただきました。ご支援ありがとう

ございました。 

〇はくパンツ：Ｍ to LL 30 枚／箱 ５箱、Ｌ30 枚／箱 ５

箱。尿とりパッド：240 枚×６箱、120 枚×５箱。衣類：

２箱。（ご提供：たすけあい大田はせさんず） 

〇乾麺：ソーメン・うどん。下着類。（ご提供：移動ネッ

トおかやま／横山） 

●募金活動●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

◆ご報告：ご支援くださいました皆様に、厚く御礼申し

上げます。 

 

お名前（2011.６.10-７.25  敬称略。順不同） 

たすけあい平田、ハンディキャブを走らせる会、 

よつ葉会福祉サービスひなた、 

ワーカーズ・コレクティブどりーむ、眞下 益、西村昌史    

累計金額（７月 25 日現在）：2,077,913 円 

◆支援募金お願い：引き続き、ご協力をお願い致します。 

★お振込み先★（いずれかにご送金お願い申し上げます）  

郵便振替  加入者名：NPO 法人全国移動ネット災害支援の会  

      口座番号：００１９０－１－６２３４５９  

銀行口座  銀行名：みずほ銀行 千歳船橋支店（番号 154） 

  預金種目：普通預金 口座番号２１１１７１９  

      口座名義：全国移動ネット災害支援の会  

◆編集後記◆暑い毎日。セミの鳴き声、足元をかすめるカナヘ

ビ、道端の即売所に並ぶ夏野菜。何もかも尊く感じる 2011 年

夏です。皆様、熱中症等、くれぐれもお気をつけください。（石） 
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